
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長

（
代
表
世
話
人
）
ら
の
特
別
発
言
に

続
き
、
全
国
の
草
の
根
か
ら
の
発
言

が
行
わ
れ
、
総
選
挙
結
果
を
ふ
ま
え

「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」
の
新
た
な

発
展
を
め
ざ
し
、
安
倍
政
権
打
倒
、

安
倍
９
条
改
憲
阻
止
へ
か
つ
て
な

い
共
同
を
広
げ
よ
う
と
熱
気
に
あ

ふ
れ
ま
し
た
。 

志
位
氏
は
、
希
望
の
党
の
結
党
と

そ
れ
へ
の
民
進
党
の
合
流
決
定
と

い
う
逆
流
と
断
固
た
た
か
い
、
共
闘

の
再
構
築
へ
尽
力
し
た
日
本
共
産

党
、
草
の
根
の
市
民
の
奮
闘
に
つ
い

て
熱
く
語
り
、
共
闘
の
本
格
的
発
展

に
力
を
尽
く
す
と
表
明
。
革
新
懇
運

動
の
二
つ
の
役
割
と
し
て(

１)

市
民

と
野
党
の
共
闘
を
草
の
根
か
ら
発

展
さ
せ
て
安
倍
政
権
を
倒
す
推
進

力
と
な
る
こ
と
、(

２)

革
新
懇
な
ら

で
は
の
活
動
―
平
和
・
民
主
主
義
・

生
活
向
上
の
「
三
つ
の
共
同
目
標
」

を
国
民
多
数
の
合
意
に
し
て
い
く

努
力
を
は
か
る
こ
と
―
を
強
調
し
、

そ
れ
が
共
闘
の
発
展
に
も
大
き
な

貢
献
に
な
る
と
述
べ
ま
し
た
。 

豊
田
市
議
会
１
２
月
定
例
市
議

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
期
は
、

１
２
月
１
日
か
ら
１
８
日
ま
で
の

予
定
（
全
日
程
の
傍
聴
可
能
）
。
１

日
の
開
会
日
に
は
、
議
案
の
上
程

説
明
が
行
わ
れ
ま
す
。 

議
員
に
よ
る
一
般
質
問
は
、
４

日
か
ら
６
日
。
議
案
審
査
す
る
５

つ
の
常
任
委
員
会
は
、
７
日
か
ら

１
３
日
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。 

日
本
共
産
党
の
大
村
・
根
本
両

 

刈
谷
市
・
名
古
屋
市
で
１
８
日
、

１
９
日
、
全
国
革
新
懇
の
「
地
域
・

職
場
・
青
年
革
新
懇
全
国
交
流
会
」

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
初
日
の
全

体
会
で
は
、
首
都
圏
反
原
発
連
合
の

ミ
サ
オ
・
レ
ッ
ド
ウ
ル
フ
氏
、
市
民

連
合
の
広
渡
清
吾
氏
、
総
が
か
り
行

動
実
行
委
員
会
の
高
田
健
氏
が
登

壇
し
市
民
代
表
の
連
帯
あ
い
さ
つ
、

 

１
９
日
、
戦
争
法
廃
止
を
求
め
る

豊
田
市
民
の
会
は
「
安
倍
改
憲
Ｎ

Ｏ
！
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
」
３
０
０
０

万
署
名
に
取
り
組
み
、
休
日
の
豊
田

市
駅
デ
ッ
キ
を
行
き
交
う
人
に
、
ハ

ン
ド
マ
イ
ク
で
訴
え
、「
憲
法
守
る

署
名
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
署
名
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。「
が
ん
ば
っ
て
」

と
激
励
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

市
議
は
、
一
般
質
問
や
議
案
質
疑
を

通
じ
て
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映

す
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。
一
般
質

問
の
予
定
は
、
次
週
の
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

２
日
目
の
分
科
会
・
職
場
革
新
懇

交
流
に
参
加
の
Ｓ
さ
ん
は
、
有
識
者

の
発
言
で
「
野
党
共
闘
の
中
で
共
産

党
の
『
影
響
力
』
を
評
価
し
、
市
民

が
政
党
を
変
え
て
い
く
」
と
聞
い
て
、

た
い
へ
ん
力
を
与
え
ら
れ
た
と
の
こ

と
。
他
に
も
、
「
感
動
し
た
」
と
多
く

の
方
が
感
想
を
寄
せ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

◆
１
日
（
金
）
…
開
会 

◆
４
日
（
月
）
～
６
日
（
水
）
…
一
般
質
問 

◆
７
日
（
木
）
～
１
３
日
（
水
） 

…
常
任
委
員
会
・
予
算
決
算
分
科
会 

◆
１
５
日
（
金
）
…
予
算
決
算
委
員
会 

◆
１
８
日
（
月
）
…
採
決
・
閉
会 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

占
領
下
の
沖
縄
で
米
軍
の
圧
政

と
闘
っ
た
男
の
生
き
様
を
、
貴
重

な
映
像
で
描
く
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
『
米
軍
（
ア
メ
リ
カ
）
が

最
も
恐
れ
た
男 

そ
の
名
は
、
カ

メ
ジ
ロ
ー
』
が
今
月
２
５
日
か
ら

１
２
月
８
日
ま
で
、
豊
田
市
内
の

映
画
館
ト
ヨ
タ
グ
ラ
ン
ド
で
上
映

さ
れ
ま
す
。

佐
古
忠
彦
監
督
は
、
こ
の
映
画

の
見
ど
こ
ろ
を
以
下
の
よ
う
に
述

べ
て
い
ま
す
。

「
住
民
が
暮
ら
す
場
所
で
唯
一

の
地
上
戦
が
行
わ
れ
、
と
て
つ
も

な
い
犠
牲
を
強
い
ら
れ
た
上
に
、

２
７
年
に
及
び
ア
メ
リ
カ
に
軍
事

占
領
さ
れ
た
沖
縄
の
戦
後
の
歩
み

は
、
日
本
全
土
と
は
全
く
違
う
。

そ
の
沖
縄
戦
後
史
を
瀬
長
亀
次

 

教
育
環
境
を
考
え
る
会
は
１
４

日
、
学
校
教
育
部
と
懇
談
し
、
こ
の

間
繰
り
返
し
求
め
て
き
た
少
人
数

学
級
の
全
学
年
へ
の
拡
大
、
ト
イ
レ

改
修
工
事
の
完
了
、
部
活
動
の
休
養

日
の
徹
底
に
つ
い
て
、
要
望
を
行
い

ま
し
た
。 

参
加
者
は
、
近
隣
市
に
先
ん
じ
て

少
人
数
学
級
を
実
施
し
て
き
た
市

が
、
い
ま
出
遅
れ
て
い
る
と
指
摘

し
、
現
場
の
実
態
を
伝
え
る
な
ど
、

つ
ぎ
つ
ぎ
に
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
の
根
本
み
は
る
市

議
が
同
席
し
ま
し
た
。 

郎
の
生
き
ざ
ま
を
と
お
し
て
み
る

こ
と
で
、
い
ま
の
沖
縄
の
闘
い
の

意
味
が
見
え
て
く
る
。
現
代
の
人

間
が
『
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
』

と
教
え
を
乞
う
『
亀
次
郎
』
が
残

し
た
言
葉
。

米
軍
機
密
資
料
に
隠
さ
れ
て
い

た
占
領
軍
と
亀
次
郎
の
闘
い
の
痕

跡
。歴

史
を
解
き
明
か
す
未
公
開
映

像
と
証
言
。

そ
こ
に
み
え
る
の
は
、
昔
話
で

は
な
い
、
私
た
ち
が
生
き
る
『
い

ま
』
だ
。」

※
上
映
時
間
や
料
金
な
ど
は
映

画
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（
Ｈ
Ｐ
も
あ
り
）
。
駐
車
場
は
多
数

あ
り
ま
す
。 
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